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　近年，心臓CT検査やMRI 検査の撮影機器や解析機の
進歩は目覚ましく，疾患の診断のみならず，心筋障害の
程度や予後評価，病態の把握や治療効果判定にも使用さ
れ，あらゆる場面で循環器診療を支えている．CT検査
においては，造影剤の減量や放射線被曝量の低減を行っ
ても高画質で鮮明な画像が得られるようになり，詳細な
心筋の解剖学的評価や機能評価，器質的評価が可能と
なっている．CTは，MRI と比較しコントラスト分解能
が劣るため，これまでは心筋の遅延造影は適さないとさ
れていたが，近年は，低管電圧撮影や dual energy CT に
よる撮影を行うことで，よりコントラストが明瞭になり，
遅延造影の診断能が向上している．また，MRI 検査と同
様に，extracellular volume fraction を計測することもで
き，定量的に心筋障害の進行を評価することが可能と
なった．心エコーやMRI など他のmodality と比較して，
CTによる心機能評価は劣るが，CT画像をもとにストレ
イン解析を行うソフトウエアが開発され，心機能評価に
関しても，診断能の向上が期待されている．MRI 撮影が
困難なデバイス症例や，透析症例の心筋評価が可能，冠
動脈評価もあわせて行うことができるといったメリット
があり，CTによる心筋評価が改めて注目されている．
　MRI 検査に関しては，CMR parametric mapping が行
えるようになり，MRI による心筋組織性状診断は飛躍的
に進歩し，以前は困難であったびまん性の心筋障害や炎
症の検出能が向上した．また，MRI によるストレイン解
析は，心エコーによるストレイン解析と遜色ない診断能
を有しており，初期の心筋障害や心機能低下を検出する
ことができるようになった．特に，feature tracking 法に
よるストレイン解析は，通常診療で撮影するシネ画像か
らの解析が可能であり，負担なく評価ができるため，多
くの施設で行われるようになっている．最近は，これら
最新のCTやMRI の技術を用いた，右室機能や右室心筋
障害の評価についても注目されている．
　今回の企画では，多くの症例の画像検査を経験し，診
療や研究に力を注いでる先生方に，CTやMRI を用いた
心疾患の診断や，治療・予後評価，他のmodality との比
較など，最新のトピックスを含めて，記載していただい
た．今後，さらなる進歩が期待される分野であり，多く
の先生方が心臓CTやMRI 検査に携わり，診療の質を高
めることができれば幸いである．

ここまで進んだ
CT／MRIによる心筋評価
企画：上原雅恵

（東京大学医学部附属病院　循環器内科）

000-000_心臓54-1_HS1.indd   1 21/11/22   22:03


